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崔承喜研究の動向と資料紹介

一．はじめに

　今年、日韓合併一〇〇周年を迎え、朝鮮研究や日
韓関係の再考を目指した多数のシンポジウム、学会
が開催される予定である。それに関連して、筆者は、
二〇〇八年三月二日（日）、九州大学・韓国研究セ
ンターにて開かれた第 1回崔承喜研究会での報告
を紹介したい。当研究会には、有馬学（九州大学）、
松原孝俊（九州大学）、波潟剛（九州大学）、永島広
紀（佐賀大学）、木村理恵子（栃木県立美術館）、朴
祥美（早稲田大学）が出席し、植民地・解放後の朝
鮮に関するこれまでの個人研究や資料の紹介、そし
て今後の研究計画の提案を行った。
　本稿では、植民地朝鮮と日本帝国の文化関係にお
けるキーパーソンとして活躍した朝鮮人舞踊家、崔
承喜（チェ・スンヒ、一九一一～一九六九）に関す
る研究動向を紹介したい。崔承喜は、当時の朝鮮人
女性としては極めて珍しく日本と朝鮮半島、そして
アメリカ（一九三八、一九四〇年）、ヨーロッパ（一
九三九年）、さらには南米（一九四〇年）、中国（一
九四二～一九四五年）等の世界各地で公演を行なう
など、国際的な活躍をした。解放後、北朝鮮で活動
していた崔承喜の経歴は、朝鮮戦争後の朝鮮半島の
特殊な状況によって、韓国では越北芸術家に関する
議論自体がタブー視され、崔承喜はベールに包まれ
たまま「伝説的な舞姫」として語られてきた。冷戦
後、韓国内でも崔承喜をめぐる研究が徐々に行なわ
れ始めたが、それらは崔承喜の個人的な記録に止ま
ることが多く、彼女の活動の歴史的な評価にまでは
至っていない。
　筆者は、日本人舞踊家、石井漠の一生徒にすぎな
かった崔承喜という植民地の女性を、日本帝国主義
の文化的象徴として作り上げた歴史的過程につい
て、アメリカ公演を中心として論じたことがある
（『思想』975を参照）。それは、崔承喜の活動を、

一九三〇年代から四〇年代における日本帝国のアジ
アに対する軍事的拡大とともに展開された文化外交
の枠組みで考えた上、舞台上の植民地朝鮮の女性に
対し異なる空間（内地、朝鮮、アメリカ）の鑑賞者
がそれぞれ多様なイメージを投影し、また、それに
よって舞台上の演じ手の如何なる文化的な変容まで
が引き起こされたかを分析したものである。舞台に
おける崔承喜の身体をめぐる知識人たちの言説は、
民族主義、植民地主義、帝国主義、そしてアジア主
義という、戦時期の多様な歴史的な力学がせめぎ合
う社会的・政治的な空間から形成された。このよう
な解釈は植民地と帝国、文化と政治、民族主義と帝
国主義の関係から展開される植民地における近代の
多層性を明示している。

二．今後の研究課題

①研究事例の拡大
　当時、崔承喜と同じく文化的シンボルとして活躍
していた李香蘭については、かなり研究されている
が、朝鮮人芸術家や文化人に関しては、崔承喜にか
ぎらず、より広く調査されていく必要がある。たと
えば、石井は崔承喜以外に朝鮮人の男性舞踊家、趙
澤元を弟子に持っていた。石井の他の弟子たちと崔
承喜との関係に関する研究は、朝鮮人女性としての
崔承喜の位置を理解するに有用であろう。

②観客の階級問題
　崔承喜の公演に対する朝鮮人の鑑賞を民族主義の
観点からだけではく、階級の面からも考察していく
必要がある。彼女の観客は殆どが知識人であり、彼
らの公演に対する理解力は高かったとも言われてい
る。確かに観客には、商業劇場で行なわれる崔承喜
の公演を鑑賞できるだけの金銭的余裕と、新舞踊を
理解できるだけの知識を持つことが求められたかも
しれない。しかし、崔承喜が労働者階級の観客も集
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めたのか、またはそれが「草の根の民族主義」の形
成にも影響を与えたのか、などについては研究され
ていない。

③解放後の北朝鮮における崔承喜の活動
　一九四六年、崔承喜は夫である安漠に従って北朝
鮮に行き、その後、金日成政権下で二人とも政治と
文化の両方の分野で要職について活躍した。崔承喜
は平壌に「崔承喜舞踊研究所」を設立し、朝鮮人民
委員会の代議員としても活動した。しかし二十年
後、彼らの運命は変わり、一九六〇年代後半に二人
ともパージされた。解放後の北朝鮮における崔承喜
の活動と国家内での役割に関する研究は、芸術に対
する彼女の認識の変容を探るため、また、金日成政
権下で「主体」イデオロギーを宣伝するために崔承
喜の「文化的」あるいは「芸術的」演出がどのよう
に政治的な意味付けを付与されたかを理解する上で
重要であろう。

三．まとめ

　崔承喜の文化活動の芸術性とは別に、その中に含
まれている政治的な意図を取り出すことは、帝国経
験を日本の近代史に位置付けるに際して重要であ
る。崔承喜という植民地女性は、内地と朝鮮におけ
る大衆の熱狂的な支持によって、また知識人、政治
家、ジャーナリストなどのそれぞれの立場における
思惑によって創り上げられた時代のイコンであっ
た。彼らはそれを朝鮮の民族主義であれ、日本の帝
国主義であれ、自国の文化の産物として取り上げよ
うとした。崔承喜研究は、帝国主義と民族主義の矛
盾した関係や日本と朝鮮における近代概念の複雑
さ、また日本帝国文化の相反する多層的な一面を再
考する一助となると思う。また、崔承喜誕生一〇〇
周年を迎える二〇一一年には、崔承喜の経験を踏ま
えた、帝国日本と植民地朝鮮における文化政治に関
するシンポジウムを開催したいと考えている。本稿
は、そのプロジェクトに向かった一歩である。
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